
 

 

 全国の放火及び放火の疑いによる出火件数は、全火災件数の約２割を占めています。

放火火災は、死角となる場所や深夜に多く発生していることから、住民の皆様の一人

ひとりが積極的に放火火災に対する注意を心がけるとともに地域が一体となった放

火されない環境づくりを目指しましょう。 

 

放火火災防止に向けた対策 

建物に対する放火防止対策 

・家のまわりに可燃物を置かないようにする。 

・ごみは回収日の決められた時間に出す。 

・郵便受けの新聞やチラシはこまめに取込む。 

・夜間でも玄関灯や門灯を点けるようにする。 

 

車両やバイクに対する放火防止対策 

・バイクや自転車のカバーは防炎製品を使用する。 

・車庫の施錠管理に心がける 

 

地域における放火防止対策 

・地域ぐるみで協力して巡回パトロールを行う。 

・消防訓練や講習会により近隣協力体制の強化を図る。 

・街路灯などを設置する。 

 

 

放火されない環境を目指して 

 放火火災に対する危険度の評価シートを活用して、放火されない環境をつくり、安

心に暮らせる街づくりをしましょう。 

 

 

         ●お問い合わせ 

入間東部地区消防組合消防本部予防課 

電話０４９－２６１－６００７ 


